
学校番号　３０１９

教科 理学科 科目 理数数学Ⅰ 年次 1年次

使用教科書

副教材

１　　担当者からのメッセージ(学習方法等)

２　　学習の到達目標

３　学習評価(評価規準と評価方法)
技能 知識・理解

数と式，２次関数，データの分析，式と証
明，複素数と方程式，三角関数，指数関
数，対数関数において，事象を数学的に表
現・処理する仕方や推論の方法などの技能
を身に付けている。

数と式，２次関
数，データの分
析，式と証明，
複素数と方程
式，三角関数，
指数関数，対数
関数における基
本的な概念，原
理・法則などを
体系的に理解
し，基礎的な知
識を身に付けて
いる。・定期考査 ・定期考査

・小テスト ・小テスト

４　学習の活動

a b c d
c:ある文字に着目して整式の同類項をまと
め，整理することができる。
d:単項式や多項式，整式，同類項，次数に
ついて理解している。整式を降べきの順，
昇べきの順に整理できる。
a:整式の加法・減法・乗法は数の場合と同
様に交換・結合・分配法則が使えることに
関心をもち，考察しようとする。
b:式の展開は分配法則を用いると必ずでき
ることを理解している。式を１つの文字に
おき換えることによって，式の計算を簡略
化することができる。
c:指数法則を理解し，単項式どうしの積が
計算できる。整式の加法・減法の計算をす
ることができる。指数法則を理解し，単項
式どうしの積が計算できる。
d:展開の公式を利用できる。式の形の特徴
に着目して変形し，展開の公式が適用でき
るようにすることができる。
a:展開と因数分解の関係に着目し，因数分
解の検算に展開を利用しようとする態度が
c:因数分解を行うのに，文字のおき換えを
利用することができる。次数の最も低い文
字に着目して降べきの順に整理し，因数分
d:因数分解の公式を利用できる。式の形の
特徴に着目して変形し，因数分解の公式が
適用できるようにすることができる。

令和２年度　　理数科

① 授業内容が理解でき、自ら問題が解け、数学を学習するペースができている。
② 傍用問題集(サクシード)のＢ問題がすらすらと解けるようになる。
⇒　単元の学習が終わっているところについては発展、演習問題が解けるようになることが望ましい。
③ 自分で解けるだけでなく、人に伝える、教える力をつける。
④ 答えを出すだけでなく、論理的に考えを記述する力をつける。また、多面的に問題をとらえてより良い解法で問題を解くことが
できる。

数と式，２次関数，データの分析，式と証明，複素数と方程式，三角関数，指数関数，対数関数について理解させ，基礎的な知
識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用す
る態度を育てる。

レポート等

単位数

学期 単元(題材) 学習内容
主な評価の観点

単元(題材)の評価規準 評価方法

関心・意欲・態度

観点の趣旨

数と式，２次関数，データ
の分析，式と証明，複素数
と方程式，三角関数，指数
関数，対数関数における考
え方に関心をもつととも
に，数学のよさを認識し，
それらを事象の考察に活用
して数学的な考え方に基づ
いて判断しようとする。

数と式，２次関数，
データの分析，式と証
明，複素数と方程式，
三角関数，指数関数，
対数関数において，事
象を数学的に考察し表
現したり，思考の過程
を振り返り多面的・発
展的に考えたりするこ
となどを通して，数学
的な見方や考え方を身
に付けている。

評価方法

・学習活動への取り組み

内容

思考・判断・表現

・定期考査

・課題・提出物の状況 ・提出レポートの内容

ノート，プリント， ・提出ノートの内容

4単位

数学Ⅰ，数学Ⅱ　　(数研出版)

サクシードⅠ＋A,Ⅱ＋B　(数研出版)　　青チャートⅠA,ⅡB(数研出版)

観点

○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

整式の加法と減
法および乗法

定期考査
確認テスト
提出物
観察

因数分解 定期考査
確認テスト
提出物
観察

○○

○ ○

○ ○ ○ ○

式の計算数と式
（数Ⅰ）

前期
4月

整式
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

数と式
（数Ⅰ）

a:今まで学習してきた数の体系について整
理し，考察しようとする。

b:四則計算を可能にするために数が拡張さ
れてきたことを理解している。実数を数直
線上の点の座標としてとらえられる。ま
た，実数の大小関係と数直線を関係づけて
考えられる。

c:循環小数を表す記号を用いて，分数を循
環小数で表すことができる。自然数，整
数，有理数，実数の各範囲で，四則計算に
ついて閉じているかどうかが考察できる。
数直線上の各点と実数を対応させることが
できる。

d:有理数，無理数，実数について理解して
いる。絶対値の意味と記号表示を理解して
いる。

a:平方根の性質について成り立つことを証
明しようとする。分母に根号を含む式につ
いて，分母を有理化することの意義を理解
しようとする。
b:平方根の性質，平方根の積，商などにつ
いて，一般化して考えられる。対称式の値
を求めるのに，分母の有理化や，式の変形
を利用することができる。

d:根号を含む式の加法，減法，乗法の計算
ができる。また，分母の有理化ができる。
平方根の意味・性質を理解している。分母
の有理化についてその必要性を理解してい
る。

c:不等式の解を，数直線を用いて表示でき
る。A＜B＜CをA＜BかつB＜Cと考えて連立
不等式を解くことができる。

d:不等式における解の意味を理解してい
る。不等式の性質を理解しており，１次不
等式を解くことができる。連立不等式の意
味を理解し，連立１次不等式を解くことが
できる。

1次不等式の利
用

○ b:身近な問題を１次不等式の問題に帰着さ
せることができる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

a:絶対値記号を含むやや複雑な方程式や不
等式を解くことに取り組む意欲がある。
c:絶対値の意味から絶対値を含む方程式や
不等式を解くことができる。
d:事柄を不等式で表すことができて，１次
不等式の応用問題を解くことができる。

前期
4,5,6月

a:日常生活に見られる関数の具体例を見つ
けて考察しようとする。
b:2つの変量の関係を関数式やグラフで表
現できる。
c:y＝f(x)やf(a)の表記を理解しており，
用いることができる。

d:関数，座標平面について理解している。
１次関数のグラフがかけて，値域が求めら
れる。

a:放物線のもつ性質に興味・関心を示し，
自ら調べようとする。
d:２次関数のグラフの軸，頂点について理
解している。

a:一般の２次関数y＝ax2＋bx＋cのグラフ
について，頂点，軸の式を考察しようとす
る。グラフの平行移動の一般公式を積極的
に利用しようとする。

b:y＝ax2＋bx＋cのグラフがy＝ax2のグラフ
をもとに考察できる。放物線を平行移動や
対称移動して得られる放物線の方程式につ
いて考察できる。

c:y＝ax2，y＝ax2＋q，y＝a(x－p)2，y＝

a(x－p)2＋qの表記について，グラフの平
行移動とともに理解している。

d:平方完成を利用して，2次関数y＝ax2＋
bx＋cのグラフの軸と頂点を調べ，グラフ
をかくことができる。グラフの平行移動や
対称移動について理解している。

○ ○ ○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

根号を含む式の
計算

定期考査
確認テスト
提出物
観察

1次不等式 定期考査
確認テスト
提出物
観察

絶対値と場合分
け

定期考査
確認テスト
提出物
観察

○ ○ ○ ○

○ ○

○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

グラフの移動 定期考査
確認テスト
提出物
観察

○ ○○○

○○

○ ○ ○ ○

○

○

実数

2次関数と
グラフ

2次関数
（数Ⅰ）

前期
4月

実数

1次不等式

2次関数のグラ
フ

関数とグラフ 定期考査
確認テスト
提出物
観察
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

前期
4,5,6月

a:日常生活の中で，２次関数の最大・最小
の考えを活用しようとする。
b:２次関数の値の変化がグラフから考察で
きる。

c:y＝a(x－p)2＋qの形に変形し，最大値，
最小値を求めることができる。

d:２次関数が最大値または最小値をもつこ
とを理解している。２次関数の定義域に制
限がある場合に，最大値，最小値が求めら
れる。最大・最小の応用問題に２次関数を
利用できる。

a:２次関数の決定条件に興味，関心を示
す。
b:２次関数の決定において，条件を処理す
るのに適した式の形を使うことができる。
c:与えられた条件を関数の式に表現でき
る。
d:与えられた条件から２次関数を決定する
ことができる。連立3元1次方程式の解き方
を理解している。

2次方程式 a:２次方程式がどんな場合でも解けるよう
に，解の公式を得て,複素数解を持つこと
を理解する。

b:２次方程式が実数解や虚数解、重解をも
つための条件を式で示すことができる。
c:２次方程式の解の考察において，判別式

D＝b2－4acを使うことができる。
d:２次方程式の解について，実際に解を求
めないで，判別式で解の種類を判別できる
ことを理解している。
２次方程式の解き方として，因数分解利
用，解の公式利用を理解している。２次方
程式において，判別式D＝b2－4acの符号と
実数解の個数の関係を理解している。

グラフと2次方
程式

a:２次関数のグラフとｘ軸の位置関係を調
べ，その意味を探ろうとする。
b:２次関数のグラフとｘ軸の共有点の個数

や位置関係を，Ｄ＝b2－4acの符号から考
察することができる。
c:２次関数のグラフとx軸の共有点の個数
を求めることができる。
d:２次関数のグラフとx軸の共有点の座標
が求められる。

グラフと2次不
等式

a:１次関数と１次不等式の関係から，２次
不等式の場合を考えようとする。
b:２次関数の値の符号と２次不等式の解を
相互に関連させて考察できる。

絶対値を含む関
数のグラフ

a:身近な問題を２次不等式で解決しようと
する意欲がある。
b:2次式が一定の符号をとるための条件
を，グラフと関連させて理解している。変
数がtである２次不等式についてもxの場合
と同様に考察できる。
c:式を解きやすい形に変形してから，２次
不等式を解くことができる。

d:２次不等式を解くことができる。２次の
連立不等式を解くことができる。２次不等
式を利用する応用問題を解くことができ
る。

○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○○

○

○ ○ ○ ○

○

○ ○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

２次方程式の解
と判別式

2次関数の決定

2次関数
（数Ⅰ）

2次方程式
と2次不等

式

2次関数の最大
と最小

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

○ ○ ○ ○
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

前期
7,8月

a:身近な統計における代表値の意味につい
て考察しようとする。
b:データの分布の仕方によっては，代表値
として平均値を用いることが必ずしも適切
でないことを理解している。
c:平均値や中央値，最頻値の定義や意味を
理解し，それらを求めることができる。
d:データの分布と，平均値と中央値の大小
関係について理解している。
b:範囲の欠点と，四分位範囲のよさを理解
している。箱ひげ図をかき，データの分布
を比較することができる。
c:範囲の定義やその意味を理解し，それを
求め，データの散らばりを比較することが
できる。
d:四分位数の定義を理解し，それを求める
ことができる。四分位範囲の定義やその意
味を理解し，それを求め，データの散らば
りを比較することができる。データの分布
と箱ひげ図の関係について理解している。
b:標準偏差によって，データの平均値から
の散らばり具合を比較することができる.
d:分散，標準偏差の定義とその意味を理解
し，それらに関する公式を用いて，分散，
標準偏差を求めることができる。偏差の定
義とその意味を理解している。

b:散布図，相関表を作成し，2つの変量の
間の相関を考察することができる。相関係
数は散布図の特徴を数値化したものである
こと，数値化して扱うことのよさを理解し
ている。

c:相関係数の定義とその意味を理解し，定
義に従ってそれを求めることができる。

表計算ソフトに
よるデータの分
析

○ c:平均値，分散，標準偏差の定義に従った
式を表計算ソフトに入力し，それらを計算
することができる。相関係数の定義に従っ
た式を表計算ソフトに入力し，相関係数を
計算することができる。散布図を，表計算
ソフトのグラフ作成機能を利用して作成す
ることができる。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

仮平均とデータ
の分析

○ a:第4章で学んだ内容に関する課題につい
て，主体的に学習し，数学のよさを認識す
る。

定期考査
確認テスト
提出物
観察

○ ○

○○

○○

○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

データの散らば
りと四分位範囲

分散と標準偏差

データの相関

データの分
析

データの分析
（数Ⅰ）

データの代表値 ○○○○
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

前期
8,9月

a:方程式が常に解をもつように考えられた
複素数に興味・関心を示し，考察しようと
する。
b:有理数から実数へ数の範囲を拡張する必
要性を理解し，複素数を考察することがで
きる。複素数の表記を理解し，複素数a＋
0iを実数aと同一視できる。複素数の四則

c:複素数の除法の計算では，分母と分子に
共役な複素数を掛ければよいことを理解し
ている。負の数の平方根を含む式の計算
を，iを用いて処理することができる。

d:複素数，複素数の相等の定義を理解して
いる。複素数の四則計算ができる。負の数
の平方根を理解している。

複素数と方程
式
（数Ⅱ）

a:２次式を実数の範囲だけでなく複素数の
範囲まで拡張して因数分解することに興味
をもち，問題に取り組もうとする。

b:２次方程式の解に関する種々の問題を，
解と係数の関係を利用して考察することが
できる。

c:対称式を基本対称式で表して，式の値を
求めることができる。２数を解とする２次
方程式を作ることができる。異なる２つの
実数α，βが正の数，負の数，異符号であ
ることを，同値な式で表現できる。２次方
程式の解の符号に関する問題を，解と係数
の関係を利用して解くことができる。
d:解と係数の関係を使って，対称式の値や
２次方程式の係数を求めることができる。
２次方程式の解を利用して，２次式を因数
分解できる。与えられた２数を解にもつ２
次方程式が１つには定まらないことを理解
している。和と積が与えられた２数を，２
次方程式を解くことにより求めることがで
きる。２次方程式の解の符号と，係数の符
号の関係を理解している。

a:整式を１次式で割る計算に，組立除法を
積極的に利用する。
b:整式を１次式で割ったときの余りを求め
るのに，剰余の定理が利用できることを理
解している。整式P(x)がx－kで割り切れる
ことを式で表現することができる。
c:P(k)＝0であるkの値の見つけ方を理解
し，高次式を因数分解できる。

d:剰余の定理を利用して，整式を１次式や
２次式で割ったときの余りを求めることが
できる。

a:１の３乗根の性質に興味・関心をもち，
具体的な問題に取り組もうとする。３次方
程式の解と係数の関係に興味・関心をも
ち，具体的な問題に取り組もうとする。
b:高次方程式を，１次・２次方程式に帰着
させるという考え方ができる。
c:高次方程式が解αをもつことを，式を用
いて表現できる。３次方程式の解と係数の
関係を利用して，対称式の値を求めること
ができる。
d:因数分解や因数定理を利用することによ
り，高次方程式を解くことができる。高次
方程式の２重解，３重解の意味を理解して
いる。高次方程式の既知の解から，方程式
の係数を決定することができる。高次方程
式の虚数解から，方程式の係数を決定する
ことができる。高次方程式が虚数解a＋bi
を解にもてば，a－biも解にもつことを利
用できる。

○

○ ○ ○ ○

○○ ○

○

○ ○ ○ ○

剰余の定理と因
数定理
研究　組み立て
除法

定期考査
確認テスト
提出物
観察

高次方程式
発展　３次方程
式の解と係数の
関係

定期考査
確認テスト
提出物
観察

○○○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

複素数と方
程式

複素数と方程
式（数Ⅱ）

複素数

解と係数の関係 定期考査
確認テスト
提出物
観察

後期 複素数と方程
式（数Ⅱ）
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

b:数学Ⅰで既習の2次式の展開公式を利用
して，3次式の展開公式を導くことができ
る。

c:式の形に着目して変形し，3次式の因数
分解の公式を適用できる形にすることがで
きる。

d:3次式の展開の公式を利用できる。3次式
の因数分解の公式を利用できる。

a:パスカルの三角形の対称性やそこに現れ
る数の並び，およびそれらと二項係数の関
係に興味をもって調べようとする。(a＋b
＋c)nを展開したときのapbqcrの係数がど
うなるかを，興味・関心を持って調べよう
とする。

b:二項定理とパスカルの三角形を結びつけ
て考えることができる。
c:二項定理を等式の証明に活用することが
できる。

d:(a＋b)nの展開式からパスカルの三角形
を導き，パスカルの三角形の性質を理解す
る。二項定理の導き方を理解し，二項定理
を利用して，展開式やその項の係数を求め
ることができる。二項定理を3項の場合に
適用することで，展開式の係数を求めるこ
とができる。

a:2種類の文字を含む整式の割り算に興味
を示し，具体的な問題に取り組もうとす
る。

b:整式の割り算の結果を等式で表して考え
ることができる。２種類以上の文字を含む
整式の割り算を，１つの文字に着目するこ
とで，１文字の場合と同様に考えることが
できる。

c:割り算の等式を理解し，利用することが
できる。
d:整式の割り算の計算方法を理解してい
る。２種類以上の文字を含む整式の割り算
を行うことができる。
a:繁分数式を分数式の性質を用いて処理す
ることに意欲を示す。
b:分数式を分数と同じように約分，通分し
て扱うことができる。
c:分数式の計算の結果を，既約分数式また
は整式に表すことができる。
d:分数式の約分，四則計算ができる。繁分
数式を簡単にすることができる。

a:恒等式の係数を決定する際に，係数比較
法と数値代入法とを，比較して考察しよう
とする。

b:分数式の恒等式について，分母を払った
等式が恒等式であることを利用できる。１
文字の恒等式の知識をもとに，２つ以上の
文字に関する恒等式について考察すること
ができる。

d:恒等式の性質を理解している。恒等式と
なるように，係数を決定することができ
る。2つ以上の文字に関する恒等式の係数
を決定することができる。
a:等式の証明を通して，数学の論証に興
味・関心をもつ。
b:A＝BとA－B＝0が同値であることを利用
して，等式を証明することができる。
c:恒等式A＝Bの証明を，適切な方法で行う
ことができる。比例式を＝kとおいて処理
することができる。
d:与えられた条件式の利用方法を考え，等
式を証明することができる。比例式と連比
を理解し，連比と等式から未知数を求める
ことができる。
a:不等式の証明を通して，数学の論証に興
味・関心をもつ。相加平均・相乗平均の大
小関係の有用性に，興味・関心をもつ。

b:不等式A＞Bを証明するにはA－B＞0を示
せばよいことを利用して，不等式を証明す
ることができる。不等式の証明に実数の性
質を利用できるように，式変形を考えるこ
とができる。同値な不等式を証明すること
で，もとの不等式を証明することができ
る。

c:不等式の証明で，等号の成り立つ場合に
ついて考察できる。

d:実数の大小関係の基本性質を理解してい
る。実数の性質を利用して，不等式を証明
することができる。正の数の場合，平方の
大小関係を利用して，不等式を証明するこ
とができる。絶対値の性質を利用して，絶
対値記号を含む不等式を証明することがで
きる。相加平均・相乗平均の大小関係を利
用して，不等式を証明することができる。

○○

○ ○ ○式と計算 ３次式の展開と
因数分解

定期考査
確認テスト
提出物
観察

二項定理
研究　(a＋b＋
c)＾nの展開式

定期考査
確認テスト
提出物
観察

整式の割り算

○○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○○

○ ○ ○

分数式とその計
算

定期考査
確認テスト
提出物
観察

恒等式
研究　２つの文
字についての恒
等式

定期考査
確認テスト
提出物
観察

等式の証明 定期考査
確認テスト
提出物
観察

不等式の証明
　コラム　正方
形は効率的

定期考査
確認テスト
提出物
観察

○

○ ○ ○ ○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

後期
9,10月

式と証明
（数Ⅱ）

等式と不等
式の証明
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

○ ○ ○ ○ a:新しい角の測り方である弧度法に興味をも
ち，角度の換算に取り組もうとする。

b:一般角を動径とともに考察することができる。
弧の長さで角を測る方法として，弧度法を考察
することができる。

c:角度の表し方に度数法と弧度法があることを
理解している。扇形の弧の長さと面積を求める
際に，中心角の単位がラジアンであることを理
解している。

d:一般角を表す動径を図示したり，動径の表す

角をα＋360°×nと表すことができる。弧度法の
定義を理解し，度数法と弧度法の換算をするこ
とができる。扇形の弧の長さと面積の公式を理
解している。

○ ○ ○ b:三角比の定義を，三角関数の定義に一般化
することができる。

c:単位円上の点の座標を，三角関数を用いて
表すことができる。
d:弧度法で表された角の三角関数の値を，三
角関数の定義によって求めることができる。三
角関数の相互関係を理解し，それらを利用して
様々な値を求めたり，式変形をすることができ
る。

○ ○ ○ a:単位円を利用して，三角関数の性質を調べ
ようとする。

b:三角関数の性質を，単位円を用いて考察す
ることができる。

d:－θやθ±πなどの公式を理解し，それらを用
いて三角関数の値を求めることができる。

○ ○ ○ a:y＝sinθとy＝cosθのグラフが同じ形の曲線
であることに興味，関心をもつ。周期関数に興
味をもち，その性質を調べようとする。

b:単位円周上の点の動きから，三角関数のグ
ラフを考えることができる。三角関数の性質を，
グラフの特徴とともに考察することができる。

d:三角関数の性質とグラフの特徴を相互に理
解している。いろいろな三角関数のグラフのか
き方と周期の求め方を理解している。y＝sin(k

○ ○ ○ b:変数をおき換えることで，三角関数を含む関
数の最大値・最小値を考え，求めることができ
る。
c:－1≦sinθ≦1などに注意して，おき換えに
よって三角関数を含む関数の最大・最小を考
察できる。三角関数を含む方程式・不等式を解
く際に，単位円やグラフを図示して考察すること
ができる。
d:三角関数を含む方程式・不等式の解き方を

理解している。角がθ＋αの形をしている三角関
数を含む方程式・不等式の解き方を理解して
いる。

○ ○ ○ ○ a:加法定理を２点間の距離の公式を用いて証
明しようとする。加法定理を利用して，平面上
の点を回転させたときの座標の求め方を考察
する。自然界の振動現象と三角関数との関係
に興味・関心をもつ。
b:角を弧度法で表した場合にも，加法定理が
適用できる。正接の定義と加法定理を利用し
て，２直線のなす角を考えることができる。

c:加法定理を利用して，種々の三角関数の値
を求めることができる。

d:正接の加法定理を利用して，２直線のなす鋭
角を求めることができる。

一般角と弧度法 定期考査
確認テスト
提出物
観察

三角関数

三角関数のグラフ

三角関数

三角関数の性質

三角関数の応用

加法定理
研究　点の回転
コラム　振動現象
と三角関数

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

三角関数後期
11,12月
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

○ ○ ○ ○ a:加法定理，２倍角の公式，半角の公式を導こ
うとする。和と積の公式に関心を示し，その公
式を用いて三角関数の値を求めたり，三角方
程式の解を求めようとする。

b:3α＝2α＋αであることに注意して，３倍角の
公式を証明することができる。

c:２倍角の公式を利用して，やや複雑な三角関
数を含む方程式・不等式の角を統一して考える
ことができる。２倍角の公式を利用して，三角
関数を含むやや複雑な方程式・不等式を解くこ
とができる。

d:２倍角の公式を利用して，等式を証明するこ
とができる。２倍角，半角の公式を利用して，三
角関数の値を求めることができる。

○ ○ ○ ○ a:同じ周期をもつ２つの関数y＝sinxとy＝cosx
を合成すると，そのグラフは位相がずれた正弦
曲線になることに興味・関心をもつ。
b:asinθ＋bcosθの変形にあたり，同じ周期をも
つ２つの関数の合成であることを理解してい
る。
c:合成後の変数のとる値の範囲に注意して，

asinx＋bcosx＝kの形の方程式や不等式を解

くことができる。xの関数y＝asinx＋bcosxの式
を変形して，関数の最大値・最小値を求めるこ
とができる。

d:asinθ＋bcosθをrsin(θ＋α)の形に変形する
方法（三角関数の合成）を理解している。

加法定理の応用
発展　和と積の公
式

三角関数の合成

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

後期
11,12月

三角関数 加法定理
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a b c d
学期 単元(題材) 学習内容

主な評価の観点
単元(題材)の評価規準 評価方法内容

a:指数法則が成り立つようにするには，0
乗，負の整数乗，分数乗をどのように定義
すればよいかを調べようとする。負の数の
n乗根に興味を示し，具体的に理解しよう
とする。

b:指数法則が成り立つように，指数の範囲
を正の整数から実数にまで拡張しているこ
とを理解している。累乗根をグラフによっ
て考察することができる。
c:am÷anをam×a－nとして処理することが
できる。
d:指数が整数の場合の累乗の定義を理解
し，累乗の計算や，指数法則を利用した計
算をすることができる。累乗根の定義を理
解し，累乗根の計算ができる。指数が有理
数の場合の累乗の定義を理解し，累乗の計
算や，指数法則を利用した計算をすること
ができる。指数が無理数の場合の累乗の意
味を理解することができる。

○ a:指数関数のグラフの概形を，点をプロッ
トしてかこうとする意欲がある。
b:指数関数の増減によって，大小関係や方
程式・不等式を考察することができる。
c:ax＞0に注意して，おき換えによって指
数方程式・不等式を解くことができる。

d:指数関数のグラフの概形，特徴を理解し
ている。底と1の大小に注意して，指数関
数を含む方程式・不等式を解くことができ
る。

b:対数logaMがap＝Mを満たす指数pを表し
ていることを理解している。指数法則か
ら，対数の性質を考察することができる。
c:指数と対数とを相互に書き換えることが
できる。
d:対数の定義を理解し，対数の値を求める
ことができる。対数の性質に基づいた種々
の対数の値の計算や，等式の証明の方法が
a:やや複雑な対数方程式，対数不等式に積
極的に取り組もうとする。

b:対数と指数の関係から，両者のグラフが
互いに直線y＝xに関して対称であるという
見方ができる。対数関数の増減によって，
大小関係や方程式・不等式を考察すること
ができる。

c:対数の性質を用いる際に，真数が正であ
ることに着目できる。おき換えによって関
数の最大・最小問題を解くことができる。

d:底と1の大小に注意して，対数関数を含
む方程式・不等式を解くことができる。対
数関数のグラフの概形，特徴を理解してい
る。

a:桁数や小数首位の問題を一般的に考察し
ようとする。対数で表された数が無理数で
あることの証明に関心をもち，考察しよう
とする。

b:非常に大きな数や小さな数の取り扱いが
楽になる常用対数の有用性を考察すること
ができる。底の変換公式により，どの対数
も常用対数で表せることを理解している。
c:正の数をa×10nの形に表現して，対数の
値を求めることができる。n桁の数，小数
首位が第n位の数を，不等式で表現するこ
とができる。現実世界の問題（例えばバク
テリアの分裂など）を，常用対数を用いて

d:常用対数の定義を理解し，それに基づい
て種々の値を求めることができる。常用対
数を利用して，桁数の問題や小数首位問題
などを解くことができる。

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

※　表中の観点について
　(a):関心・意欲・態度　  (b):思考・判断・表現  　(c):技能　  (d):知識・理解
　
※　年間指導計画（例）作成上の留意点
　　・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、
　　学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

常用対数
研究　対数と無
理数

指数関数と
対数関数

指数関数と対
数関数

後期
1,2月

指数の拡張
研究　負の数の
n乗根

指数関数

対数とその性質

対数関数

○ ○

○ ○

○○

○ ○ ○ ○

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

定期考査
確認テスト
提出物
観察

指数関数と
対数関数
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